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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第11期
第２四半期
連結累計期間

第12期
第２四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 17,179 15,968 36,702

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △371 94 195

四半期(当期)純損失(△) (百万円) △1,438 △169 △1,427

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △1,565 △304 △1,397

純資産額 (百万円) 6,797 6,661 6,966

総資産額 (百万円) 45,716 44,529 44,203

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △18.52 △2.19 △18.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) - - -

自己資本比率 (％) 14.87 14.96 15.76

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △752 274 △6

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 339 △276 110

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 418 △452 △199

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,736 2,181 2,635

　

回次
第11期
第２四半期
連結会計期間

第12期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.43 1.67

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、１株当た

り四半期(当期)純損失であるため記載しておりません。

４　第11期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動については、「第４［経理の状況］」に記載し

ております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により落ち込んだ生産活動の持

ち直し等もあり、一部で回復基調にあるものの、欧州の金融不安、米国の景気低迷による円高・株安の進行

など不安要素が払拭されず、また、これまで好調な経済成長を示してきた中国や新興国の成長鈍化など、先

行きの不透明感が増す状況が継続いたしました。

当社グループの主な事業領域である建設業界におきましては、東日本大震災の被災地での復興に向けた

建設需要は増加しているものの、東京をはじめとして大阪、名古屋などの大都市圏での需要が低迷しまし

た。また、電力、造船およびプラントの各業界におきましても予断を許さない状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループは平成23年度から３ヵ年の中期経営計画「REALIZE（リアライ

ズ）」の目標達成に向け、積極的な経営活動を展開し業績の向上に努め、グループ事業の整備・強化を着実

に進めております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は完成工事高5,962百万円を含み15,968百万円（前年

同期比7.0％減収）、営業利益は74百万円、経常利益は94百万円、四半期純損失は169百万円となりました。

当社は、健全な企業活動による利益の確保と拡大を目指し、安定した収益に基づきその一部を配当として

株主の皆様に還元することを基本方針としております。しかしながら、中間配当につきましては、当第２四

半期連結累計期間の業績の状況から見送らせていただきます。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

　

建設・建材事業

材料販売につきましては、主力商品であります けい酸カルシウム板の需要が、施工員の不足による工事

の遅れ等から低迷したものの、繊維混入石膏板の出荷が前年同期に比し大幅に増加し、また、高付加価値商

品である化粧板につきましても出荷が前年同期に比し増加しました。

なお、耐火二層管につきましては、震災以降、資材不足により中断していた大型現場の再開や夏場におい

ての学校関係の耐震補強工事に伴う改修工事の増加もあり、前年同期並みの販売数量を維持することがで

きました。

材料販売全体の売上高は5,485百万円（前年同期比13.6％減収）となりました。

工事につきましては、東日本大震災の被災地で復興に向けた建設需要は増えているものの、他の地域での

公共工事および民間設備投資の抑制等により、完成工事高は1,643百万円（前年同期比3.3％減収）となり

ました。

この結果、材料販売および工事を合わせた建設・建材事業全体の売上高は7,150百万円（前年同期比

11.2％減収）となりましたが、建築需要の減少を踏まえた事業の選択と集中および７月からの国内向け建

材製品の価格改定により、損益面は改善されました。
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工業製品・エンジニアリング事業

材料販売につきましては、東日本大震災の影響により、新設・点検工事等の延期・中止の影響を受け、電

力・プラント向け非金属製伸縮継手、保温保冷断熱材および一般工業製品の出荷が落ち込みました。さらに

は景況の悪化に伴う各種メーカーの設備投資の抑制による新設工事の延期および大型メンテナンス工事の

減少、自動車産業の減産の影響を受けた鉄鋼分野の伸び悩みなど、当社が依存する市場環境が停滞し、売上

高は減少いたしました。

自動車関連におきましては、完成車メーカーが生産調整を実施するなか、受注確保に注力し、生産工程に

おいての不良低減、省エネの実施などに努めてまいりました。

主力商品であります二輪車用ブレーキライニングにつきましては、インドネシアでの生産が大幅に増加

し、国内の落ち込みを補いました。また、産業機械用ブレーキライニングにつきましても、設備投資等の緩や

かな回復により、出荷が増加いたしました。

材料販売全体の売上高は4,487百万円（前年同期比4.0％減収）となりました。

工事につきましては、景気の減速により中止や延期となっていた企業の設備投資が徐々に動き出し、工事

物件の引き合いも増加し、受注高は回復いたしましたが、上期に受注した大型物件の大半が第３四半期以降

の完成となるため、完成工事高は4,319百万円（前年同期比2.8％減収）となりました。

この結果、材料販売および工事を合わせた工業製品・エンジニアリング事業全体の売上高は8,806百万円

（前年同期比3.4％減収）となりました。

　

その他

不動産賃貸収入でありますが、売上高は10百万円（前年同期比6.2％減収）となりました。

　

（当社グループの四半期業績の特性について）

当社グループは不燃建材の製造、販売と共に建設・建材関連工事、工業製品・エンジニアリング関連工事

の設計、施工を主な事業としており、それら工事部門の売上高は全売上高の４割以上を占めております。

わが国では、事業年度を４月から３月までと定めている企業が多いため、工事の検収が年度の節目である

第２四半期および第４四半期に集中する傾向があり、中でも工事期間の長い工業製品・エンジニアリング

関連工事においては第４四半期への集中が顕著であります。このため、当社グループの業績には季節的変動

があります。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ325百万円増加し44,529百

万円となりました。これは未成工事支出金の増加1,034百万円、商品及び製品の増加572百万円に対し、

受取手形及び売掛金の減少489百万円、現金及び預金の減少469百万円などによるものです。

　

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ630百万円増加し、37,867百

万円となりました。これは未成工事受入金の増加881百万円、短期借入金の増加1,559百万円に対し長期

借入金の減少1,951百万円などによるものです。
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(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ304百万円減少し6,661百

万円となりました。これは利益剰余金の減少127百万円などによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ454百万円

減少し、2,181百万円になりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

  減価償却費633百万円、たな卸資産の増加1,620百万円、売上債権の減少289百万円、仕入債務及びその他の

流動負債の増加869百万円などにより、274百万円の増加（前年同四半期は752百万円の減少）となりまし

た。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

  貸付けによる支出285百万円、有形固定資産の取得による支出128百万円などにより、276百万円の減少

（前年同四半期は339百万円の増加）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

  長期借入金の返済による支出1,968百万円、短期借入金の純増減額1,352百万円などにより、452百万円の

減少（前年同四半期は418百万円の増加）となりました。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、251百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。

　

(6) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい変動はありません。

　
(7) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
(8) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備に著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,780,00077,780,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 77,780,00077,780,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 77,780,000― 3,889 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

太平洋セメント株式会社 東京都港区台場２丁目３―５ 32,915 42.32

明治安田生命保険相互会社(常任
代理人資産管理サービス信託銀
行株式会社)

東京都千代田区丸の内２丁目１―１
(東京都中央区晴海１丁目８―12
晴海アイランドトリトンスクエア
オフィスタワーＺ棟)

2,313 2.98

株式会社みずほコーポレート銀
行(常任代理人資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内１丁目３―３
(東京都中央区晴海１丁目８―12
晴海アイランドトリトンスクエア
オフィスタワーＺ棟)

2,013 2.59

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 1,884 2.43

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２―10 1,484 1.90

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社(常任代理人日本マス
タートラスト信託銀行株式会社)

東京都渋谷区恵比寿１丁目28-１
(東京都港区浜松町２丁目11番３号)

1,027 1.32

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 960 1.23

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口４)

東京都中央区晴海１丁目８―11 936 1.20

株式会社不二商会 東京都品川区北品川１丁目８―12 855 1.10

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６―１ 614 0.79

計 ― 45,002 57.86

(注)  上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)          960 千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口４)　  936 千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 140,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

77,344,000
77,344 ―

単元未満株式 普通株式 296,000 ― ―

発行済株式総数 77,780,000― ―

総株主の議決権 ― 77,344 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式511株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エーアンドエー
マテリアル

横浜市鶴見区鶴見中央
二丁目５番５号

140,000 ― 140,000 0.18

計 ― 140,000 ― 140,000 0.18
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

該当事項はありません。

 

(2) 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 常務執行役員 久野　健二 平成23年９月16日

　（注）取締役常務執行役員久野健二氏は、逝去による退任であります。

 

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長
経営企画、認定管理 管掌

代表取締役社長 重冨　光人 平成23年９月26日

取締役執行役員
生産、研究開発、
品質、環境 管掌
生産部長

取締役執行役員
生産、品質、環境　管掌

生産部長
奥野　進 平成23年９月26日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,658 2,189

受取手形及び売掛金 7,220 6,731

完成工事未収入金 2,671 2,871

商品及び製品 2,959 3,531

仕掛品 248 244

原材料及び貯蔵品 441 459

未成工事支出金 2,047 3,082

その他 919 1,012

貸倒引当金 △23 △22

流動資産合計 19,144 20,099

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,662 1,586

機械装置及び運搬具（純額） 2,780 2,491

土地 17,865 17,626

その他（純額） 908 891

有形固定資産合計 23,216 22,596

無形固定資産 324 243

投資その他の資産 ※１
 1,518

※１
 1,589

固定資産合計 25,059 24,429

資産合計 44,203 44,529

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,624 4,872

短期借入金 12,332 13,892

未払法人税等 139 71

賞与引当金 46 99

引当金 3 3

未成工事受入金 704 1,586

その他 2,608 2,491

流動負債合計 20,459 23,017

固定負債

長期借入金 8,369 6,418

退職給付引当金 2,352 2,504

再評価に係る繰延税金負債 4,480 4,443

引当金 130 141

その他 1,444 1,341

固定負債合計 16,777 14,849

負債合計 37,237 37,867

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

12/26



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,889 3,889

利益剰余金 2,358 2,230

自己株式 △15 △15

株主資本合計 6,232 6,104

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 88 50

繰延ヘッジ損益 △38 △140

土地再評価差額金 694 652

為替換算調整勘定 △10 △6

その他の包括利益累計額合計 733 557

純資産合計 6,966 6,661

負債純資産合計 44,203 44,529
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 17,179 15,968

売上原価 13,487 12,359

売上総利益 3,691 3,609

販売費及び一般管理費 ※１
 3,936

※１
 3,534

営業利益又は営業損失（△） △244 74

営業外収益

受取利息 14 15

受取配当金 12 21

持分法による投資利益 － 180

助成金収入 39 5

その他 63 39

営業外収益合計 130 262

営業外費用

支払利息 217 219

持分法による投資損失 8 －

その他 31 23

営業外費用合計 257 242

経常利益又は経常損失（△） △371 94

特別利益

固定資産売却益 348 38

投資有価証券売却益 16 －

特別利益合計 364 38

特別損失

固定資産除売却損 2 12

減損損失 169 208

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 41 －

事業構造改革引当金繰入額 183 －

事業構造改革損失 1,286 －

石綿健康障害補償金 － 50

災害による損失 － 8

特別退職金 － 5

特別損失合計 1,683 285

税金等調整前四半期純損失（△） △1,690 △151

法人税、住民税及び事業税 31 54

法人税等調整額 △283 △36

法人税等合計 △251 17

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,438 △169

四半期純損失（△） △1,438 △169
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,438 △169

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △49 △37

繰延ヘッジ損益 △74 △101

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 4

その他の包括利益合計 △127 △134

四半期包括利益 △1,565 △304

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,565 △304

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,690 △151

減価償却費 646 633

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △38

賞与引当金の増減額（△は減少） 27 53

退職給付引当金の増減額（△は減少） △273 152

受取利息及び受取配当金 △27 △36

支払利息 217 219

有形固定資産売却損益（△は益） △348 △32

有形固定資産除却損 2 6

減損損失 169 208

投資有価証券売却損益（△は益） △16 －

石綿健康障害補償金 － 50

災害による損失 － 8

事業構造改革引当金繰入額 183 －

事業構造改革損失 1,286 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,000 289

たな卸資産の増減額（△は増加） △390 △1,620

その他の流動資産の増減額（△は増加） 209 127

仕入債務の増減額（△は減少） △1,421 248

その他の流動負債の増減額（△は減少） △71 621

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 41 －

その他 △48 △178

小計 △504 559

利息及び配当金の受取額 27 35

利息の支払額 △220 △221

法人税等の支払額 △55 △99

営業活動によるキャッシュ・フロー △752 274

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △18 －

定期預金の払戻による収入 18 12

有形固定資産の取得による支出 △290 △128

有形固定資産の売却による収入 572 63

無形固定資産の取得による支出 － △6

投資有価証券の取得による支出 △3 △5

投資有価証券の売却による収入 38 －

貸付けによる支出 △65 △285

貸付金の回収による収入 61 65

その他 26 8

投資活動によるキャッシュ・フロー 339 △276
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,960 1,352

長期借入れによる収入 898 225

長期借入金の返済による支出 △2,411 △1,968

その他 △27 △60

財務活動によるキャッシュ・フロー 418 △452

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5 △454

現金及び現金同等物の期首残高 2,731 2,635

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,736

※１
 2,181
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間にけい酸カルシウム板の生産会社である株式会社エーアンドエー愛知（連結子会

社）を吸収合併致しました。

(2) 変更後の連結子会社の数

11社

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

投資その他の資産 124百万円

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

投資その他の資産 87百万円

２ 保証債務

非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行って

おります。

アスクシンガポール 380百万円

２  保証債務

非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行って

おります。

アスクシンガポール 340百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 972百万円

給料及び賃金 911百万円

賞与引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 225百万円

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 867百万円

給料及び賃金 836百万円

賞与引当金繰入額 51百万円

退職給付費用 208百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金勘定 2,763百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△26百万円

現金及び現金同等物 2,736百万円
                           

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

(平成23年９月30日現在)

現金及び預金勘定 2,189百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△7百万円

現金及び現金同等物 2,181百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１  配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設・建材
事業

工業製品・
エンジニア
リング事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,049 9,11817,167 11 17,179 ― 17,179

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

39 1 40 155 196 △196 ―

計 8,088 9,11917,208 167 17,375△196 17,179

セグメント利益又は損失(△) 184 211 396 156 552 △796 △244

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸不動産事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△796百万円には、セグメント間取引消去△196百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△600百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失）

当第2四半期連結累計期間において、全社に区分している遊休資産のうち土地価額が大幅に下落した

ものについて、当該資産の回収可能価額まで減額し、当該減少額169百万円を減損損失として特別損失に

計上いたしました。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設・建材
事業

工業製品・
エンジニア
リング事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,150 8,80615,957 10 15,968 - 15,968

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

53 6 59 10 70 △70 -

計 7,203 8,81316,017 21 16,038 △70 15,968

セグメント利益 494 203 698 6 704 △629 74

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸不動産事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益の調整額△629百万円には、セグメント間取引消去101百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△731百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失）

当第2四半期連結累計期間において、全社に区分している遊休資産のうち土地価額が大幅に下落した

ものについて、当該資産の回収可能価額まで減額し、当該減少額208百万円を減損損失として特別損失に

計上いたしました。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計を適用しているため、記載しておりません。

　

(企業結合等関係)

重要性が乏しいため、記載しておりません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(円) 18.52 2.19

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(百万円) 1,438 169

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(百万円) 1,438 169

普通株式の期中平均株式数(株) 77,644,331 77,640,570

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期純

損失であるため記載しておりません。

　

 (重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月14日

株式会社エーアンドエーマテリアル

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    増    田    正    志    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴    木    一    宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エーアンドエーマテリアルの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期
連結会計期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１
日から平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアンドエーマテリアル及び連結
子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績
及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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